
- 1 -

資料 １

（届出概要説明資料）

審議案件に関する事項

平成２９年 ６月１５日第２部会提出

届出事項 大規模小売店舗立地法第６条第２項（変更）

届 出 日 平成２９年１月１７日

担当部署 渡島総合振興局産業振興部商工労働観光課

１届出内容

１ 届出者 法人名 セントラルリーシングシステム株式会社

代表取締役 本多貞直

住所 札幌市中央区大通西6丁目10番地１

２ 大規模小売店舗の名称及び所在地 名称 函館昭和タウンプラザ

所在地 函館市昭和1丁目４０１－１外

３ 変更しようとする事項 変更前 変更後

(1)大規模小売店舗内の店舗面積の合計 13,432 ㎡ 15,947 ㎡

(2)大規模小売店舗の施設の配置に関する事項

①駐車場の位置及び収容台数 位置 添付資料図-3(P7,8) 添付資料図-4(P9,10)

収容台数 1,071 台 930 台

②駐輪場の位置及び収容台数 位置 添付資料図-3 (P7) 添付資料図-4 (P9)

収容台数 150 台 150 台

③荷さばき施設の位置及び面積 位置 添付資料図-3 (P7) 添付資料図-4 (P9)

面積 1,058 ㎡ 639 ㎡

④廃棄物保管施設の位置及び容量 位置 添付資料図-3 (P7) 添付資料図-4 (P9)

容量 177 ㎥ 198 ㎥

(3)大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項

①大規模小売店舗において小売業 開店時刻 ﾍﾞｽﾄ電器 午前11:00 ﾍﾞｽﾄ電器 午前11:00

を行う者の開店時刻及び閉店時刻 ﾎｸﾚﾝ商事 午前 9:00 ﾎｸﾚﾝ商事 午前 9:00

(P1,2) ゼビオ 午前10:00 ゼビオ 午前10:00

ツルハ 午前 7:00 ツルハ 午前 7:00

ｺｱﾌｧﾙﾏ 午前 9:30 ｺｱﾌｧﾙﾏ 午前 9:30

ユニクロ 午前10:00 ジーユー 午前 7:00

ユニクロ 午前 7:00

閉店時刻 ﾍﾞｽﾄ電器 午後 8:00 ﾍﾞｽﾄ電器 午後 8:00

ﾎｸﾚﾝ商事 翌午前 0:00 ﾎｸﾚﾝ商事 翌午前 0:00

ゼビオ 午後 9:00 ゼビオ 午後 9:00

ツルハ 翌午前 0:00 ツルハ 翌午前 0:00

ｺｱﾌｧﾙﾏ 午後 5:30 ｺｱﾌｧﾙﾏ 午後 5:30

ユニクロ 午後 9:00 ジーユー 午後 9:00

ユニクロ 午後 9:00

②来客が駐車場を利用することが 自 午前6時30分 午前6時30分

できる時間帯 至 駐車場A:翌午前0時30分 駐車場A:翌午前0時30分(一

(一部は午後10時00分) 部は午後10時00分)

駐車場B:午後10時00分 駐車場B:午後10時00分

駐車場C:翌午前2時30分 駐車場C:翌午前2時30分

屋上駐車場D:午後10時00分



- 2 -

③駐車場の自動車の出入口の数 数 4箇所(出入口3箇所､ 4箇所

及び位置（P23） 入口1箇所)

位置 添付資料図－３ 添付資料図－４

④荷さばき施設において荷さばき 自 午前6時30分 午前 6時00分

を行うことができる時間帯 至 午後9時30分 午後10時00分

３ 変更する年月日 平成29年9月18日

４ 変更する理由 店舗を増設するため

２ 審査事項

⑴駐車場整備等 指針必要駐車台数(P17) 必要駐車台数 1,073台 Ａ ＞ 届出台数 930台

への配慮 来客自動車等の台数の予測 変更前最大駐車台数(P30参照) 755台 Ｂ

(P18､P29駐車場) 変更前指針必要駐車台数(P16参照) 925台 Ｃ

増加従業員駐車台数 6.77台×2.51≒ 17台 Ｄ

必要駐車台数(予測)Ａ－Ｃ＋Ｂ＋Ｄ＝920台

従業員駐車場・冬期堆雪場 来客駐車場とは別に敷地内に85台を確保

所等の整備(P9,10)

冬期間の駐車場内の除排雪 原則10㎝以上積雪の場合除雪を行う

各駐車場外周部に一時堆雪するが、適宜排雪し、

必要駐車台数を確保する

駐輪場（自動二輪車を含む） 150台（駐輪場150台、自動二輪0台）

の整備(P7,9)

来客車両等の入庫台数推計 出入口① ピーク366台 ＜ 処理能力450台

(P20､23) 出入口② ピーク 0台 ＜ 処理能力450台

（全て平面自走式ゲート無) 出入口③ ピーク284台 ＜ 処理能力450台

出入口④ ピーク 15台 ＜ 処理能力450台

駐車場整備にあたっての考 ・各店舗入口周辺には歩行者通行路や身体障害者

え方 駐車マスを設ける

・屋上駐車場の案内表示を設置して屋上駐車場へ

の誘導を円滑に行うよう配慮

・屋上駐車場が利用しやすくなるよう、Ａ棟にエ

レベータを増設。

交通整理員の配置(P24) ・繁忙時には交通整理員を駐車場出入口周辺など

に３名程度配置し、交通安全および違法駐車防止

を図るほか、適切な駐車場誘導を行う。

・特に屋上駐車場へのスロープ下には休日等に交

通整理員を配置して屋上駐車場への誘導を図る。

（配置時間帯：9:00～18:00）

駐輪場（原動機付自転車を ・これまでピーク時においても駐輪場が不足する

含む）、自動二輪車駐車場 ことなく運営している。

の整備にあたっての考え方 ・自動二輪車での来客は少なく、駐車場で対応す

る事が可能と考えている。
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荷さばきの時間帯等 A-1ベスト電器 108㎡(3台) 6:00～22:00 8台/日

（P50～53) A-2(1)ホクレン108㎡(3台) 6:00～22:00 6台/日

A-2(2)ホクレン147㎡(3台) 6:00～22:00 14台/日

A-3ゼビオ 108㎡(3台) 6:00～22:00 8台/日

Bツルハ 72㎡(2台) 6:00～22:00 6台/日

CＧＵ 72㎡(1台) 6:00～22:00 1台/日

Gユニクロ 24㎡(1台) 6:00～22:00 1台/日

⑵騒音発生へ 昼間の等価騒音レベル予測 予測地点 環境基準値 予測結果 評価

の配慮 結果 １ 60dB 55dB ◎

２ 60dB 49dB ◎

３ 60dB 54dB ◎

４ 60dB 49dB ◎

夜間の等価騒音レベル予測 １ 50dB 35dB ◎

２ 50dB 33dB ◎

３ 50dB 31dB ◎

４ 50dB 35dB ◎

夜間の音源毎騒音ﾚﾍﾞﾙ最大値予測結果

音源の種類 予測 区域の区分 適用される 予測結果 評 価

地点 規制基準値

空調機② a1 第3種地域 50dB 27dB ◎

空調機③ a2 第3種地域 50dB 27dB ◎

空調機⑦ a3 第3種地域 50dB 37dB ◎

空調機⑧ a4 第3種地域 50dB 37dB ◎

冷凍機① a5 第3種地域 50dB 18dB ◎

冷凍機② a6 第3種地域 50dB 32dB ◎

空②③冷①② A1 第3種地域 50dB 34dB ◎

排気③⑤⑦ A2 第3種地域 50dB 30dB ◎ (P63､74)

自動車走行音 c1 第3種地域 50dB 42dB ◎

自動車走行音 c2 第3種地域 50dB 70dB ◯ 規制基準を超えますが直近の住居壁

際c2'で41ｄB（規制基準50ｄB)です

自動車走行音 c3 第3種地域 50dB 70dB ◯ 規制基準を超えますが直近の住居壁

際c3'で48ｄB（規制基準50ｄB)です

ドア開閉音 d1 第3種地域 50dB 44dB ◎

ドア開閉音 d2 第3種地域 50dB 62dB ◯ 規制基準を超えますが直近の住居壁

際d2'で41ｄB（規制基準50ｄB)です

ドア開閉音 d3 第3種地域 50dB 51dB ◯ 規制基準を超えますが直近の住居壁

際d3'で44ｄB（規制基準50ｄB)です

評価欄 ◎：騒音レベルの最大値が敷地境界で満足

◯：騒音レベルの最大値が直近住居壁際で満足。

※直近住居で予測する理由：直近住居が最も影響を受けると考えられるため。

騒音問題への一般的対策と 主要な平面来客駐車場は店舗で囲むよう配置し、

して講じた事項 屋上駐車場外周部は壁を立てる
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荷さばき作業等小売店舗の ・搬出入車両等の不要なアイドリングを防止する

営業活動に伴う騒音への対 ことにより、騒音と排気ガスの削減に取り組む

策として講じた事項 ・スーパーマーケットや大型専門店など主要な荷

捌施設及び搬入車路には上屋を掛けて騒音の低減

に配慮する

付帯設備及び付帯施設等に 空調機や冷凍機の室外は屋上に設置して周辺住宅

おける騒音対策として講じ 等から距離をとるよう配慮する

た事項 午後10時以降は駐車場Aの大部分と屋上駐車場Dを

閉鎖して駐車場騒音の低減を図る

青少年等の蝟集等による騒 営業終了後は駐車場出入口をチェーンバリカーで

音を防止するために講じた 閉鎖し、暴走車両等が進入して騒音公害を起こさ

事項 ないよう配慮する

その他設置者として騒音対 冬季における駐車場等の除雪作業は基本的に午後

策に関連する対応方策を講 10時以降及び午前6時以前

じた事項 万一、騒音問題が発生した際には迅速に適切な対

応を図ります。

⑶廃棄物等 指針による廃棄物保管施設 指針による容量 70㎥

容量算定結果及び設置容量 設置容量 198㎥

（P78～83）

廃棄物等の保管場所の位置 廃棄物等保管施設は堅牢な施設として、飛散防止

及び構造等に関して対策を や美観・衛生面に配慮する

講じた事項

廃棄物等の運搬・処理に関 廃棄物の分別を徹底し運搬時の引き取り作業の迅

して対策を講じた事項 速化を図る

廃棄物の減量化及びリサイ 廃棄物の分別処理の徹底に努め、焼却・埋め立て

クル等に関して配慮した事 処分量の削減に配慮する

項

調理臭や悪臭の発散防止に 生ごみ等は屋内の密閉冷蔵施設で保管し、悪臭の

関して配慮した事項 発生を防ぐ

その他設置者としての廃棄 店舗運営責任者（店長など）との連携を図り、生

物等に関連する対応方策を 活環境問題を発生させる恐れがある場合は、適切

講じた事項 な対応策を講じる

⑷街並みづくり等への配慮 ・当地域において街並みづくりが行われる場合、

取り組みを阻害することのないよう調和を図る

・広告塔や駐車場の照明はライトの向きや光量を

調整して照明が敷地外に漏れないよう配慮する

・屋外広告物の設置に際しては法令等を遵守する

⑸防災対策への協力等に対して配慮する事項 ・地方公共団体等から災害時における避難場所と

して駐車場等敷地の一部の使用、あるいは店舗で

取り扱っている物資の緊急時における提供を行う

ための要請があった場合は、必要な協力を行う

⑹防犯対策への協力等に対して配慮した事項 ・夜間は機械警備の作動及び施錠の徹底をして、

防犯を図る

・駐車場及び店舗共用施設では警備員の定時巡回

などにより防犯を図る
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⑺関係行政機関との協議状況

北海道警察函館方面本部交通課 平成28年3月9日

・届出書案を提出して計画概要を説明する。「屋

※P24交通環境配置図参照 上駐車場からのエレベータはホクレンショップ内

に設置されているので”ホクレンショップ利用者

は屋上駐車場を利用ください”などの案内をする

ように。

・駐車列が店舗前にあるので、各店舗風除室前部

分に埋め込み鉄柱などを設置して、運転ミスによ

る突入事故の防止を図るように。

・出入口②は出庫専用、出入口③は入庫専用、出

入口④は入口専用とするこれまでの運用を変更し

ない方が安全と考える。」とのことであった。

【対応】

・ホクレンショップ店前などに”A棟店舗の利用

には屋上駐車場が便利”旨の案内表示を設ける。

・各店舗風除室前には埋め込み鉄柱等バリカーを

設置する。

・出入口②は出庫専用、出入口③は入庫専用、出

入口④は入庫専用として運用する。

平成28年9月16日

・旧D棟はシダックス退店後のF棟に移転すること

とした旨説明する。

特指摘事項はなかった。

北海道函館方面函館中央警察署交通課 平成28年3月9日

・届出書案を提出して計画概要を説明する。「出

※P24交通環境配置図参照 入口①スロープ下部や出入口③部分などに路面標

示による屋上駐車場案内も設けた方が良い。

・各店舗風除室前は駐車スペースとしない方が安

全で来客導線も確保できる。」とのことであった。

【対応】

・出入口①スロープ下部や出入口③部分などに屋

上駐車場を案内する路面標示を設ける。

・各店舗風除室前の安全対策は基本的に埋め込み

鉄柱等バリカーによることとする。
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平成28年9月15日

・旧D棟はシダックス退店後のF棟に移転すること

とした旨説明する。「現状の入出庫方法の維持を

前提に、出入口①と出入口②の出庫時一旦停止表

示・左折出庫表示、出入口④の入庫専用表示を行

うように（一部消えかかっている）。各店舗前の

歩行者安全確保と駐車場内の乱横断防止のため、

店舗前には全体的に（駐車場内横断経路2箇所を

除き）バリカーを敷設した方が良い。」とのこと

であった。

【対応】

・各出入口部の表示を指導に従って改めて行う。

店舗前には駐車場と区画するため全体的にバリカ

ーを敷設する。

函館市経済部商業振興課 平成28年3月9日

・届出書案を提出して計画概要を説明する。「主

に駐車場内の変更と新店舗設備等の増設なので、

都市計画課と環境対策課に説明するように。」と

のことであった。

平成28年9月16日

旧D棟はシダックス退店後のF棟に移転することと

した旨説明する。とくに指摘事項はなかった。

函館市環境部環境対策課 平成28年3月9日

・届出書案を提出して計画概要を説明する。「函

館市公害防止条例の届出対象施設がある場合には

届出するように。」とのことであった。

※届出対象施設はない。

平成28年9月16日

・旧D棟はシダックス退店後のF棟に移転すること

とした旨説明する。とくに指摘事項はなかった。

函館市都市建設部都市計画課 平成28年3月10日

・届出書案を提出して計画概要を説明する。「図

面等を添付して駐車場法技術基準適合協議申入書

を 提出するように。」とのことであった。

【対応】

協議申入書を提出する。
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平成28年9月16日

・旧D棟はシダックス退店後のF棟に移転すること

とした旨説明する。「駐車場法技術基準に係わる

寸法 等を記載した図面を添付して駐車場設置計

画書を提出するように。」とのことであった。

【対応】

設置計画書を提出する。

３ 地元説明会（法第７条第１項）

開催日時 平成２９年２月２２日(木)午後６時３０分～午後６時４５分

開催場所 函館市亀田福祉センター ２階 第２会議室

（函館市美原１丁目２６番１２号）

出席者 設置者 ７名

住民 ０名

４ 市町村、住民等の意見（法第８条第１項及び第２項）

市町村の意見 平成29年3月29日付け 意見なし

住民等の意見 北海道告示 平成29年2月10日～6月12日 意見なし

５ 道（渡島総合振興局連絡調整会議）の意見

環境生活課

商工労働観光課 平成29年1月16日書面照会 意見なし

農務課

建設指導課


